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１． はじめに   

土中水排水によって有効応力を増加させ，地盤の安定化を図る取り組みは掘削施工時や地すべり対策をはじ

めとして多くの現場において行われている．一方，近年の地球温暖化等の影響により地下水位の上昇が確認さ

れており，建設現場に限らず諸分野への影響も出始めている．そこで，浅層域の地下水位を低下するにあたっ

て，新たにシートパイプシステムが考案されたことから，土中排水機能の評価を行った．この工法においては，

地中に埋設された有孔管を通して地中水を自然流下させることによって排水が行われるため，揚水等の必要が

なく，施工後の維持管理が極めて簡素化されるという特徴があるとともに，排水バルブの操作のみによって地

下水位を適宜制御できることから，この工法は農業分野において湿田の土中水排水等を目的として用いられて

いる．そこで，本研究ではシートパイプシステムによる土中水排水機能を定量的に評価するため，模型土槽を

作成して地盤中の水位変化，PF 値の測定を行った． 

２． シートパイプシステム   

シートパイプシステムは，図-1 に示した高密度ポリエチレンの有孔板

（幅約 180mm，厚さ 1mm 又は 0.7mm、孔径 2mm の千鳥配置）を管状に成型

（直径 50mm）し，貫入機械によって地中に貫入埋設（埋設深さは通常地表

面下 50cm）することによって地中水の排水を行うものであるが，埋設時に

は，高精度機器を用いて地

中の埋設深さを制御する

ことによって，シートパイ

プ設置後は，地中水の管内

自然流下が可能という特

徴がある． 

３． 模型土槽   

シートパイプによる地

中排水機能を評価するた

めに模型土槽を作成した．

その概要を示したものが

図-2 であり，装置の写真を

図-3 に示している．模型土

槽は 1m×0.5m×0.7mh で，

図-3 に示したように側板

及び底板は土槽内の状況
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図－１ シートパイプの形状

図－２ 模型土槽の概要 図－３ 模型土槽
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確認を可能とするためにアクリル板で構成している．土槽中心下部から 75mm の位置（シートパイプ中心位置）

にシートパイプが設置されている．底板には，土中水頭の測定のために，所定の箇所（シートパイプから横方

向に 100mm，200mm，

300mm，400mm，470mm）

に孔を設け，土槽外部

のマノメーターに接続

して，土中の水頭を測

定できるようになっている．また，土中水位の上昇にあ

たっては，底板からの水頭を一定とした給水塔から底板

に 10 箇所設けた孔を通して給水した．一方，このシステ

ムの農業分野への適用性についても調べることを目的と

して，試料土表層から所定の深さ（100mm，200mm，300mm，

400mm）の PF 値を測定できるようになっている．排水量

の測定にあたっては，シートパイプ先端にバルブを設け，

排水量の時間的変化については，あらかじめ検定を行っ

たひずみゲージ式変換機を用いてパソコンで記録した． 

４． 土中水排水時の土槽内の水頭変化   

用いた試料は豊浦砂である．試料土の物理的性質及び

透水係数を表-1 に示す．まず豊浦砂を相対密度 Dr=60%と

なるように 10 層に分けて底板からの高さが 0.5m まで詰

めた．なお，試料を詰める前に，シートパイプの孔から

の砂の漏出を防ぐために，シートパイプ外周にフィルタ

ー材として透水性不織布を被せた．フィルター材の透水

性への影響についても透水試験によって確認した．単位

時間当たりの流量の変化を示したものが図-4 である．単

位時間当たりの流量はバルブ解放直後は 50cm3/ｓまで上

昇し，その後 100 分経過後はほぼゼロ近くまで減少して

いる．ただ，100 分経過以降も微量な排水が継続して生じ

ており，流速としては極めて小さいが，排水は長期にわ

たることがわかる． 

模型土槽内の水頭の時間的変化を示したものが図-5 で

ある．水頭測定用の孔は土槽の底板部に設けているが，

土槽中心方向への水頭勾配が明確に表れている．そのた

めこの結果は，流出量算定のためのモデルの基礎データ

として有用である．さらに，模型土槽内の PF 値の変化に

ついて示したものが図-6 である．PF 値は深さ 400mm にお

いては 200 分経過後に 1.6 まで上昇している．この値は

深さ 100mm の値より大きく，その原因についてはさらに検討が必要である． 

５． まとめ    

シートパイプシステムにおける排水機能を土槽模型によって定量的に調べた．その結果，排水量の時間的変

化，土槽内の水頭分布の時間変化を確認できた． 

【参考文献】1) 地下水工学，河野一郎，鹿島出版会 

表－1 試料土の性質

Dr=60% Dr=70％ Dr=80%

2.637 0.991 0.630 2.246×10-2 1.700×10-2 1.629×10-2 0.122
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図－４土槽からの排水時の流速変化

図－６ 土槽内の PF 値の変化
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図－５ 土槽底面での水頭の時間変化 
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